
児童・生徒のスクールバス運行に関する要望書 

 

平成 21 年 8 月 4日 

 山古志地域委員会  様 

 

山古志小・中学校 PTA 

 会 長  斎 藤  勝 

 

 

 山古志小・中学校の通学路は、人通りが少なく、歩道が十分に確保されていません。ま

た、新潟県中越地震以後、山古志の知名度が上がったこと等から、年間を通して、工事関

係や観光客など地域外の車輌の交通量が非常に多くなりました。 

 特に 2 メートルの降雪のある冬期間は、上記に加え、降雪により道幅が狭くなり、車の

通るすぐ脇を歩かなければなりません。除雪によりできる雪壁は児童・生徒の目線より高

いため、見通しが非常に悪くなり、車の接近が直前まで分かりません。また、雪崩の恐れ

もある等、児童・生徒の通学の安全が確保されているとはいいがたい状況です。 

 現在、長岡市立学校遠距離通学児童生徒通学支援及び通学費補助金交付要綱（以下要綱）

により、山古志地域では、小学校にあっては通学距離が片道 2km 以上の区域、中学校にあ

っては通学距離 4km 以上の区域についてスクールバスを運行していただいています。しか

し、区域内の児童・生徒は、上記のような安全の確保されていない通学路を徒歩で通学し

ています。私たち子を持つ親として、心配は絶えません。 

 以上のことから、先日の PTA 臨時総会で協議した結果、スクールバスは遠距離通学の支

援ではありますが、地域の通学路状況を勘案いただき、スクールバス運行による児童・生

徒の安全確保が必要ということになりました。 

 地域の明日を担う子どもたちの安全を確保することは、地域全体にとっても重要な問題

です。 

 つきましては、山古志地域委員会で地域の問題として協議いただき、さらには市への要

望・提案の案件として検討していただきたく要望します。 

 

記 

 

1.要 望 

   スクールバス運行による児童・生徒の安全確保について協議していただき、市へ要

望・提案していただきたい。 

  ○要望 

   (1) 要綱に示されている距離内の地区であっても、通学路や地域の特性・状況によ

り、児童・生徒の通学の安全確保のためスクールバスを運行する。 



   (2) 上記について通年の運行が不可能な場合、降雪により特に危険となる冬期間に

ついて、児童・生徒の通学の安全確保のためスクールバス運行をする。 

   (3) 上記実施に伴う要綱の改定。 

 

2.通学路に関して理解いただきたい地域の特性・状況 

   山古志地域の通学路は、以下の点で児童・生徒の交通安全確保に不安を抱えていま

す。特に冬期間はバスに乗車しなければ登下校ができない状況にあります。 

   (1) 年間を通して 

    ・児童・生徒数の減少により、一人で徒歩通学している地区がある。 

    ・集落を少しでも離れると人通りが少ない。 

    ・震災後、工事車輌や観光客など、地域外の車が多く、防犯上危険も多い。 

    ・十分な街灯が確保されていない。 

    ・歩道が十分に確保されていないため、車道を歩いている。 

    ・山の峰に沿った道路であるため、カーブが多く見通しが悪い。 

   (2) 冬期間において 

    ・降雪により道幅が狭くなり、車道を歩いているため車との距離が近くなる。 

    ・カーブが多いうえ、児童・生徒の目線以上の雪壁ができるため、見通しがさらに

悪くなり、車の接近が直前まで分からない。 

    ・両側に雪壁ができ、車がスリップした場合、児童・生徒の逃げる場所がない。 

    ・雪崩が発生することがあり危険である。 

    ・降雪時は、吹雪など悪天候の場合が多く、歩ける状況ではない。 

    ・クローバーバス利用について検討したが、現在の台数・運転手の数等の不足によ

り、全ての児童・生徒が利用するのには困難がある。 

  

3.その他 

    資料 1：冬期間における通学路危険箇所点検記録 

       （平成 20 年 3 月調査及び平成 21 年修正） 

    資料 2：危険箇所の注意喚起看板設置箇所 

       （PTA 育成部 平成 21 年 4 月設置） 

 

 



 

    側溝にふたなし・設置要望カ所 

    歩道未整備・設置要望カ所 

虫亀地区  主にカーブが危険である（下校時は左カーブ）。カー

ブで出会った自動車は驚いた表情で中央から反対車線

に入ることが多かった。対向車があったり、スリップ

すると逃げ場がなく、危険だと感じた。 

 中学校付近で吹雪に出会ったが、前を向いて進めず、

視界も悪かった。 

 依然より朝夕は交通量が増えており、冬期間は特に

危険だと感じた（雪壁のため、歩行者は直線にならな

いと気づかない。専用の歩道がない状態では、通学路

として認定できないのではないか。） 

冬場、水の流れ出しあり 

側溝にふたがない場所も多く、冬期

間の通学に危険を感じる 

積雪時雪崩に注意が必要 
資料 1



 

    側溝にふたなし・設置要望カ所 

    歩道未整備・設置要望カ所 

竹沢地区 所用時間 

二丁野（スキー場）→支所 20 分 

支所→二丁野（スキー場） 25 分 

道幅が狭い割りに交通量が多い 

○全体的に交通量が少ないので、自動車との接触事故の可能性

は低い。 

●民家が少ないため、不審者などへの対応を十分しなければな

らない。 

●登校時は、ずっと登り坂であり、雪坂となると体力的に小学

校低学年には厳しい。 

集合場所候補 

道と山が少し近い気はするが… 

・右カーブが少し角度がきつい。 

・ガケ側を歩いてもカーブのため、

雪壁があり、車・歩行者ともに見

えにくい。 

・雪壁が高くせり出している。 

 除雪してあるが、歩道ラインギリギリで、ガ

ケ側を歩くには、車道に出なくてはならない。 

横断危険 

冬期間、スキー場営業中交通量が多い 

資料 1



 

桂谷地区 所用時間 

支所→学校 15 分 

学校→支所 15 分 

雪崩危険 

交通量が多いが、道幅が狭く歩道もない。 

徒歩通学の児童・生徒がいるため、歩道が必要 

交通量が多い

見通しが悪い 油夫坂への三叉路。雪壁で視界不良。危険。

下から来る車とぶつかりそうになる。 

雪壁で狭くなり危険 

    側溝にふたなし・設置要望カ所 

    歩道未整備・設置要望カ所 資料 1



 

    側溝にふたなし・設置要望カ所 

    歩道未整備・設置要望カ所 

山中・油夫地区所用時間 

山中橋→学校 27 分 

学校→山中橋 20 分 

○全体的に交通量が少ないので、自動車との接触事故の可能性

は低い。 

●民家が少ないため、不審者などへの対応を十分しなければな

らない。 

●登校時は、ずっと登り坂であり、雪坂となると体力的に小学

校低学年には厳しい。 

集合場所候補 

資料 1



学  番 学校名 長岡市立山古志中学校

担当者氏名 市場 健 一 電話番号 0258‐59‐2172

(別 紙 )

通学路等の一斉点検に係わる報告用紙

※ 下 記の該当項目 (数字等)に Oを 付け、回答してください。

1 通 学路、校区の危険箇所

讐 晏錨 錯 辮 rヽを予弓]筋
④ 信 号機の設置を要する箇所 ■  [ 1 ]箇 所

⑤ 道路標識の設置を要する箇所 →  [ 3 ]箇 所

○  見 通しが悪くカーブミラ…等の設置を要する箇所 →  [ 10 ]箇 所    `

② 暗く防犯灯の設置を要する箇所
・→  [ 2 ]箇 所

力 死 角が多く、見通しの悪い公園 →  [ 0 ]箇 所

あヽ銚届三十謙うと規軽下旦
°
[]ダ可筒所'

※ 「① あ る」場合に項目ごとに回答 (必要に応 じ、市街地図等を添付)

② な い。

2 21年 度通学路防犯マップの作成 (修正を含む)

0 法「唇『蟹窪罵晶死岳ξ‰ 段阜進でぁる。→  [  7  ]月 頃

3 〔 小学校のみ回答〕通学路の点検や防犯マップの作成に児童を参加させて行つたか。
(1)通 学路の点検

① 参 加させた。

② 参カロさせなかった。

(理由 :

(2)防 犯マップの作成

① 参 加させた。

② 参 加させなかった。

(理由 :

③ 今 後、防犯マップを作成するので、その時は参加させる。

くその他 >

4 21年 度の防犯教室等の実施について

ア す でに実施 した。

(内容 ・方法)

② 今後、実施予定である。
ご

→ ・
〔 H〕 月頃

(内容 ・方法)
・ 不審者が校合に侵入したことを想定して実施する。
生徒の安全確保の在 り方や、職員間の伝達方法、不審者から身を守る方法などを

研修する。駐在所の方からもお越しいただき、ア ドバイスをいただく。

実施の予定はない。

(理由 :

※ 通 学路等の点検後、改善策、対応策等を協議の上、5月 29日 (金曜日)ま でに、学校
教育課学校支援係 (宇木)ま で提出してください。

(改善策 。今後の対応等)

ア) ・ 歩道のない場所は谷側を歩行するように徹底させている。
・1列 になつて歩行するように徹底させている。

イ) PTAと 協力して、「よくみてわたれ」の小型看板を設置した。

ウ)通 学路に入る手前に、縦 1 8 0cn、横 3 0 clllの大型看板を全9箇所に設置し、

車への注意を喚起する。(資料 1)             '

工) PTAと 協力して、「通学路」の小型看板を設置した。

オ)1 9月 から3月 までの半年間、懐中電灯や反射版を生徒に身に付けさせ登下校させて

いる。

交通安全指導について
・ PTA育 成部と老人会が連携しあい、

行つている。
・ 熊が出没する地域でもあることから、

毎月第2月 曜日の登校時に交通安全指導を

生徒に熊鈴を携帯させて登下校させている。

以上のように生徒の登下校!こ関する安全確保を行つているが、地域性を鑑みた場合 |
まだまだ不安が残るのが現状である。                     |

(r山古志中学校通学路に関して理解 していただきたい点」参照)|

>歩r、rr、r■
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